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吐蕃王国における多羅信仰の展開
索 南 卓　瑪
Development of the Goddess Tārā in the Tufan Empire
SUONAN ZHUOMA
Abstract
	 Tāra	（Sanskrit:	तार,	 tārā;	Tib.	སྒྲོལ་མ）	is	one	of	 the	most	popular	goddesses	of	
Ancient	 India.	 It	 is	 believed	 that	 she	helps	beings	with	 the	 crossing	 of	 the	 sea	
of	samsara.	Ever	since	the	introduction	of	Mahāyāna	Buddhism	into	Tibet	during	
the	time	of	the	Tufan	Empire,	Tāra	has	been	an	 important	object	of	worship	 in	
Tibetan	Buddhism	as	well.	 In	 this	paper,	 I	first	examine	 the	way	 in	which	 this	
goddess	 was	 treated	 and	 worshipped	 in	 India	 where	 these	 beliefs	 originally	
developed,	 and	 then	 I	 consider	 in	 which	 form	 and	 in	 what	 way	 these	 Tāra	
beliefs	were	 introduced	and	how	they	developed	during	the	period	of	the	Tufan	
Empire	 in	Tibet.
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はじめに
　チベット仏教では、数多くの女性の仏（仏母）や女性の菩薩が崇拝されている。多羅菩薩は、
観音菩薩が衆生を教化するために示現した女性の化身であるが、大乗仏教がチベットに伝来す
ると多羅信仰は民衆の圧倒的な信仰を受け、観音信仰をしのぐほどの人気を得た。林錦江の『羅
布嘛呢括羅：藏族觀音信仰文化研究』1）によれば、「多羅菩薩」と呼ばれているのは中国の漢文
の経典を起源としており、「救度仏母」と言われ、中国密宗の衰退とチベット密教の流行に伴っ
て、「多羅菩薩」は新しく「度母」と訳されたが、日本、韓国、ベトナムなどでは今でも「多羅
菩薩」という名で呼ばれている。国や地域によって、さらに細かい呼称が存在するが、本論文
では「多羅菩薩」に統一する。
　多羅信仰はチベット仏教の中では現在でも非常に重要な崇拝対象であり続けている。この点
は、あまり重視されなかった中国仏教と、単独では信仰されない日本の多羅尊観音とは大きく
異なる。チベットでの多羅信仰について考察するに当たって、まず、多羅信仰の起源地である
インドでの起源、発展について考察する。多羅菩薩はインド、チベットの後期密教において観
音の主要な配偶女神として、あるいは独立した尊格として極めて重要な位置を占めたばかりで
はなく、その神話的起源においてほぼ観音の「眼」との深い関係が認められる。これらの説は
民間伝承、仏教経典を起源とするもので、多くの学者は多羅信仰の起源については異なった説
を主張している。これらのいくつかの学説を取り上げながら、仏教が盛んだった古代インドに
おいて多羅信仰がどのような存在であったのかを明らかにしたい。
　次に、多羅信仰の伝播について論じる。多羅信仰は東アジア各地域へと伝播したが、多羅信
仰が今でも盛んな地域は東アジアの中では多くない。そのため、東アジア各地域の多羅信仰に
ついて調べ、多羅信仰の現状を分析する。
　最後に、多羅信仰が成立し定着するまでには、インドから中央アジア、中国またはチベット
のボン教などの影響があったはずである。そのため、多羅信仰の発祥地であるインドと現在で
も盛んであるチベットでの信仰を比較分析することによって、チベットの多羅信仰の特徴を考
察し、当時の吐蕃王国においてそれがどのような存在なのかを考察することにする。	
一、多羅菩薩の源流
　多羅菩薩（梵名：Tārā〔ターラー〕）は古代インドで盛んに信仰されていた神である。チベッ
ト仏教では、多羅菩薩は「苦しみから救済する」という意味で、卓瑪〔སྒྲོལ་མ།〕または「度母」、
 1）	 林錦江『羅布嘛呢括羅：藏族觀音信仰文化研究』、中央民族大學、	2012年、134頁。
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或は「多羅母」とも称される。さらに観音菩薩の化身であり、密教観音部の仏母でもある。火
克淑の「蔵伝仏教度母崇拝源流探析」には以下のように述べられる。
蔵伝仏教信仰中、度母為諸仏菩薩之母、這裡的「母」並不是指人、而是喻指仏菩薩的智慧。
因為人世間母親的功徳最大、能生児育女、繁衍後代、所以蔵伝仏教拿她比喻智慧、能生諸
仏2）。
　つまり、ここの「仏母」は人を指すではなく、仏或は菩薩の智慧を示している。世の中では
「母」の功徳が一番大きいため、チベット仏教においては「母」が智慧を表す。
　また、日本では密教五仏の影響を受け、白多羅（白ターラー菩薩）、緑多羅（緑ターラー菩
薩）、黄多羅（黄ターラー菩薩）、赤多羅（赤ターラー菩薩）、青多羅（青ターラー菩薩）などと
も称されるため本論文では呼称を統一し「多羅菩薩（ターラー菩薩）」とする。日本における多
羅信仰の状況に関して、田中公明は『チベットの仏たち』で次のように述べる。
いっぽう我が国にも、この尊格は、多羅菩薩として紹介され、胎蔵界曼荼羅の蓮花部院（観
音院）に列します。また変化観音の一種とも考えられ、三十三観音中に多羅尊観音があり
ますが、独立して信仰されることはまれでした3）。
　これに対して、チベット仏教における多羅菩薩は数多くの化身が見られる。例を挙げると「多
羅（ターラー）二十一尊」、「多羅（ターラー）五百尊」などがあり、いずれも観音菩薩の化身
である。しかし、現状ではほとんどの多羅菩薩は、『多羅（ターラー）二十一頌』という経典に
見られるのみで、チベット民間レベルでの信仰や具象化（仏像や仏画に表現される）は少ない。
この二十一の化身は、仏教における美徳があらゆる形で顕在したものと考えられている。現在
でもチベットでは、女児が誕生すると、ターラー菩薩の尊徳にあやかり、好んで卓瑪〔སྒྲོལ་མ།〕と
いう名前をつける風習が残っている。位置づけとしては「菩薩」とされるが、「すべての仏の
母」という呼称からも分かるように、多羅菩薩は実際には仏で、ただ女性の菩薩として衆生を
済度する姿で顕現しているに過ぎない。多羅菩薩が「仏」であることについては林錦江「羅布
嘛呢括羅：蔵族観音信仰文化研究」で以下のように述べられる。
対於錯認度母為一位菩薩的主要原因有両個。第一，是因為她是大悲観音的拍檔，和広範流
伝的来自観世音一滴眼涙的起源伝説，以及他們共同担負的救八難的使命。延自以上這種淵
源，仏教資料認為度母体現了觀音的慈悲。（中略）第二個原因是因為度母在造像的外形上与
 2）	 火克淑「蔵伝仏教度母崇拝源流探析」『絲綢之路』第 8期、（絲綢之路・宗教研究、2011年）73～74頁。
 3）	 田中公明『チベットの仏たち』、方丈堂出版、2009年、159頁。
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大乗仏教的造像相吻合多於与密教神祗有明顕的相似4）。
　現在では、多羅菩薩はチベット仏教の女神の一つであり、観音菩薩・パトマサンバヴァ（蓮
華生大師）5）と並んで三尊とされ、「世間三殊勝の神」（འཇིག་རྟེན་ལས་ལྷག་པའི་ལྷ་གསུམ།）と呼ばれる。多羅菩薩
は慈悲に溢れる女性菩薩と「救度母」の二つのイメージが存在し、独自の形態を有する特異な
信仰形態を取る。
　インドで盛んであった多羅信仰であるが、中国仏教においては重視されなかった。しかし、
チベット仏教では現在でも非常に敬虔に信仰されている。『チベット王統記』6）によると、多羅
信仰は七世紀にネパールの有力者アンシュ・ヴァルマーの娘チツン（ティツゥン）をチベット
に迎え入れると同時に伝来し、1042年にアティーシャ尊者がチベットで布教したことによりチ
ベット全地域に広がったとされる。この記載から多羅信仰はチベットへの伝来以前から、イン
ド、ネパールなどで盛んに信仰されていたと推察される。
二、多羅信仰の起源と古代インドでの流行
2.1　多羅信仰の起源
　多羅崇拝の起源について、李南『論度母』に以下のように述べられる。
数多くの研究者が指摘するように、多羅信仰は古代エーゲ海付近で始まったと考えられる
ため、元来はアジア地域の女神ではない。多羅は古代インドの土着民が盛んに信仰した女
神である。その後、段々と仏教、ヒンズー教、ジャイナ教などの女神に発展したと推測さ
れる7）。
　また、林錦江『羅布嘛呢括羅：藏族觀音信仰文化研究』では、
多羅信仰は古代インドで非常に流行していた。ナーランダ大学の遺跡から出土した仏像の
中には、多羅菩薩の塑像も多かった。現在のブッダガヤではまた当時彫刻された多羅菩薩
の像が残されている8）。
 4）	 前掲、林錦江『羅布嘛呢括羅：藏族觀音信仰文化研究』、138頁。
 5）	 パドマサンバヴァ（漢訳：蓮華生大師、チベット語、ペマ・チュンネー、 8世紀後半頃）はチベット　に
密教をもたらした人物。チベット密教の開祖であり、ニンマ・パ（ニンマ派、漢訳；紅教）と称される宗
派の創始者である。
 6）	 ソナンジャンツウン著、劉立千訳『チベット王統記』、民族出版社、2002年。
 7）	 李南「論度母」（『南亞研究』第 2期、宗教・哲学版）2000年、59～73頁。
 8）	 前掲、林錦江『羅布嘛呢括羅：藏族觀音信仰文化研究』、136頁。
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と述べている。特に多羅菩薩の源流について、唐の不空三蔵が訳した仏典『仏説大方広曼殊室
利経』「観自在菩薩授記品第一」に多羅菩薩の「出生」について次のように記される。
爾時觀自在菩薩摩訶薩。頂禮尊足讚如來已。還就本座作如是言。此陀羅尼過去	諸佛毘婆尸
等。及我世尊釋迦如來。所共宣說隨喜印可。及於未來彌勒世尊。阿僧祇等一切諸佛。亦當
宣說。作是語已。入於普光明多羅三昧。以三昧力。從其面輪右目瞳中放大光明。隨光流出
現妙女形。住於殊勝妙色三昧。無價雜寶而為嚴身。如融真	金映琉璃寶。所謂成就世出世間
密言之要。能息眾生種種苦惱。亦能喜悅一切眾生。	遍入諸佛法界自性。由如虛空平等住
故。普告眾生作如是言。誰在變苦誰在流溺生死	海中。我令誓度。作是語已。遍遊無量無邊
世界。還至佛所右遶三匝。頭面作禮觀自	在菩薩摩訶薩足。合掌恭敬持青蓮華。瞻仰菩薩受
教而住。思念如來自在神力。以清	涼光普照眾生。猶如世間清涼月輪能除熱惱。一切幽瞑無
不照了。復過於是含嬉微笑。憐愍眾生猶如慈母。以慈悲光普照佛剎。諸天光明皆悉不現9）。
　この記載によると、多羅菩薩は観音菩薩が「右の瞳のより大光明を放ち、光の流出するに随
い妙女の形を現じ、すべての衆生が様々な苦しみを安んじ、平等な心ですべての衆生を救済す
る」と発願し、「一切の慈母」として現れたものである。まさに大地母神的な大女神として崇め
られたものとされる。また、チベットの経典『度母本源記』の中には、多羅菩薩の起源につい
て次のような記載もある。多羅菩薩は観音菩薩が「自分がいくら修業しても、衆生は苦しみか
ら逃げられない」と悲しんで流した二粒の涙から生まれた。多羅菩薩は「衆生の済度を助ける」
と発願し、菩薩は悲しみを克服したという。この説から見ると、多羅菩薩は観音菩薩の涙が流
れ込んだ蓮の花から現れた。観音菩薩の慈悲に感化され、観音菩薩と共に衆生を済度し、人々
を生と死の輪廻から解脱させる仏である。よって、多く人は多羅菩薩が観音菩薩の涙から化現
したと考えている。
　多羅菩薩には、古代インドの王女であったとの伝承もある。チベット語の文献『度母源流』
の現代中国語訳に次のように見える。
在無始之前、在過去佛具足十力的鼓音王如來住世之時、世間的古印度那措沃王國、誕生了
一位公主、她是國王的女兒、名叫益西達娃她的形象如同梵天之女那樣美麗動人、她的遍知
心或神通如同文殊菩薩那樣智慧、她的身心無比殊勝、對世間的一切充滿愛心、無限慈悲。
由於她積善積德、以無價之寶濟施、供養周圍十二由旬的所有眾生與鼓音如來及其眷屬和皈
依他的所有僧伽。她如此虔敬地信奉鼓音如來及其教法、在眾僧伽中、她像一座金山、金光
閃閃、燦爛奪目、出類拔萃。因此、鼓音如來為她開啟了正法甘露之長河、令她暢飲不盡。
 9）	『仏説大方広曼殊室利経』（『大正新脩大蔵経』第20巻No.1101）、450頁。
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　經過長達千萬億年的虔心修習與供養、美麗的益西迭娃公主便發起菩提心、成就福慧二資
量。她的善行正行不僅對佛法獲得證悟、而且使她得到殊勝的受生之身。就在這個時候、眾
僧人便前來遊說：「由於您的善業和福慧功德、使您的身體已獲得殊勝的受生之身、希望您的
身體變為男兒之身。如果您能以此做利法事業發願、就能如願以償。」然而、美麗的公主益西
迭娃卻拒絕了眾比丘的誠意、堅定不移地立誓弘願：「在世間為了獲得受生之身、願發菩提心
者雖然有很多、但是、以女性之身為眾有情做利法事業者卻絕無、我願以女性溫柔善良的本
性和如同金剛般的誓言、為眾生有情做利樂之事、救護芸芸眾生、流轉未盡、輪迴不空之際、
誓願以女身度化眾生。」從此、美麗的公主益西達娃安住王宮、在那裡修持三摩地。
　又經過數千萬億年的艱苦修煉、益西達娃公主終成正果。她不僅對無生法獲得安忍、而且
證得度脫所有眾生的三摩地。由於三摩地的無窮威力、公主每天上午使千萬億眾生有情從惡
趣道中度脫、每天下午使千萬億眾生有情安住於善趣道、從而「度母」之名遍滿世間。具足
十力的鼓音王如來便預言：「無論在有學或無學之時、你的『度母』之名將永遠不改變。」
　就這樣又到了尊勝佛住世的時候、以「度母」尊稱的公主又在世間怙主不空成就佛座前立
下第二個弘誓：「我願救度和呵護十方所有眾生、使他們從一切厄難中獲得解脫。」於是、她
以壞滅惡魔之三摩地威力、白天攝伏世間的千萬億惡魔、夜晚亦復如是、能降伏千億魔軍。
使無數眾生有情從恐怖中得到救拔。故而、又以「救度速勇母」著稱於世。到了無礙圓滿劫
的時候、有一位禁行守持清淨戒律的比丘、名叫沃吉囊瓦、被一位正覺仙人用修持幾劫的福
慧二資糧和明咒之甘露授受十方如來大悲光明之灌頂、使這位究竟十地的沙門佛子沃吉囊
瓦、成為擁有三界之法的觀世音菩薩。復又以能成為如來五佛等諸佛、菩薩智慧本性的光明
為觀世音菩薩授受灌頂、於是、先後兩次授受的光明、從手持蓮花的觀世音菩薩之心際中化
現出兩個幻變之身、即度母女神和現世音菩薩、並以佛父、佛母之化身化現。從此、度母女
神與觀世音菩薩結下不解之緣、且以殊勝的幻化之身、示現種種法相、救度無數眾生有情、
從一切苦難中獲得解脫。到了大賢劫阿森噶之時、十方所有善逝佛為度母授受灌頂、故成為
一切佛衍生之母10）。
　ここでは、「過去仏」である鼓音王如来が在りし時、古インドの那措沃（彩光）王国では一人
の王女が誕生した。王女の名前はイエシダウァ（益西達娃）といった。彼女は天女のごとき美
しさ、文殊菩薩のごとき賢さ、多くの美徳を持ち、世の中のすべての者に慈悲を注ぐ女性であ
った。また、善行による徳を積み、敬虔に鼓音王如来の教えを信奉した。彼女は数多くの僧侶
と共にあっても、その智慧は宝物のように輝き優れていたため鼓音王如来は正法甘露の教えを
授けた。千万億年の修業により、イエシダウァは特別な慈悲の境地を得た。ところで、僧侶た
ちは彼女に、修業のため男性の身に変わるよう説得したが、王女イエシダウァはそれを断わり、
10）	 雄東・洛桑丹巴『度母源流・玉葉世界』［M］、蔵文木刻版。
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「世の中では多く人が菩提心を持つようになったが、女性の身として衆生を救済する者はまだ存
在しない」といった。そのため彼女は女性の善良と優しい本質とを持ったまま、金剛のごとき
固い誓いによる利他の行いで衆生を済度する誓いを立てた。これにより「度母」と称されるよ
うになる。また、千万億万の修業を通じて、ようやく成果を得る。その後、彼女はまた十方の
衆生を済度し、苦しみから抜度することを発願し、昼夜を問わず何千億の悪魔と非人を屈服さ
せたため「救度速勇母」とも呼ばれる。
　この伝承により、多羅菩薩の起源と発展の過程がある程度判明する。多羅菩薩は始めに美し
い王女の身分から菩薩へ、そして、時代によって徐々に変化していき、菩薩、女神、化身と諸
仏の母になっていったことが分かる。つまり仏教における多羅の性格は「菩提心を生じ、仏果
を成就し、最後に衆生を救済する」というものである。
　以上の説の中で、いずれの説にしても、多羅菩薩は心の中に慈悲と平等観念を満ち、美しさ
と利口を具える一体的な女神であるため「度母」または「救度の母」と称された。仏教におけ
る多羅信仰は、古代エーゲ海からインドへ伝わり、そこで苦しみを取り除き、衆生を救済する
女神となったことが分かる。
2.2　インドにおける流行
　インドで多羅崇拝がいつ頃から始まったのか、またその起源、発展、流行などについて明確
に述べる文献は管見の限り見当たらない。しかし、当時のインドでの多羅信仰の状況について
は林錦江『羅布嘛呢括羅：藏族觀音信仰文化研究』に以下のように言及している。
根據狄柏．拜耳（Stepha	Beyer），在他的名著《西藏的奇術和禮儀》（Magic	and	Ritual	 in	
Tibet）一書引述，蜚聲印度文壇的古典梵文小說家蘇般度（Subandhu	約為六、七世紀人）
的小說《仙賜傳》（Vasfivadatt舌）中，曾用他所擅長的“雙關”	的修辭手法，寫下一首頌
詩，詩意為只見曙光女神對在籠罩在紅色的天空裡，向著群星傾注著忠誠的投入：宛如一位
比丘尼披著紅色的僧衣向度母表達虔誠奉獻。在他的相關語中，“Tara”可以是“星星”或
者“度母”，ambara也可作“天空”或“衣袍”。蘇般度既然將比丘尼對度母敬拜的內容寫
入他所謂“字字雙關”的詩中，說明當時他的讀者們對這種崇拜已十分熟悉，否則相關語的
詩句並沒有太大的意義11）。
　つまり、Stepha	Beyerの著作『Magic	and	Ritual	 in	Tibet』に引用されるインド文壇で有名
な古典梵語小説家であるスバンドゥ（約六～七世紀）の小説『仙賜傳』（Vasavadatta）におい
て、スバンドゥは得意とする「双関」的修辞法を用い一つの詩を書いている。	この詩の中に比
11）	 前掲、林錦江『羅布嘛呢括羅：藏族觀音信仰文化研究』、137頁。
文化交渉　東アジア文化研究科院生論集　第 5号270
丘尼たちの多羅菩薩に対する敬虔な信仰心は、スバンドゥの「双関」詩に書かれている。当時、
彼の読者たちは多羅信仰について十分に理解していたことが分かる。
　彼がこの詩を書いたか詳細な時期は分からないが、おそらく七世紀頃であろうと考えられる。
一方、この時期は、チベットの王ソンツェン・ガンポがネパールの王女チツン（ティツゥン）
をチベットに迎え入れている。それと同時に、チツン（ティツゥン）が多羅菩薩像をチベット
にもたらしている。よって、六～七世のインドで多羅信仰はすでに流行していたことが分かる。
また、多羅信仰について、古代インドでの流行の時期や状況を明確に記載している文献に唐の
玄奘の著作『大唐西域記』がある。玄奘は633－645年にインドに遊学し、帰国後『大唐西域記』
を著した。この中で多羅菩薩とその信仰状況について二箇所言及されている。一箇所はマガダ
国、もう一箇所はナーランダ寺付近である。『大唐西域記』の第八巻にいう。
至輥羅擇迦伽藍。庭宇四院，觀閣三層，崇台累但，重門洞啟，頻毗娑羅王末孫	之所建也。
旌召高才，廣延俊德。異域學人，遠方髦彥，同類相趨，盾隨庚止。僧徒千數，並學大乘。
中門當塗有三精舍，上置輪相，鈴鐸虛懸；下建層基，軒檻周列。戶牖棟樑，蠕垣階陛，金
12）	 ウィキペディアの多羅菩薩の項より（http://ja.wikipedia.org/wiki/多羅菩薩）、 1月 9日閲覧。
図 1：インドネシアジャワ島のボロブドゥール12）
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銅隱起，廁聞莊嚴。中精舍佛立像高三丈，左多羅菩薩像，右觀自在菩薩像。凡斯三像，輸
石鑄成，威神肅然，冥鑒遠矣13）。
　玄奘の文章から整った環境の寺院の中で国内外の仏教僧が集まり、多羅菩薩、釈迦、観音菩
薩三尊の威厳のある像を供養している情景が述べられる。当時、多羅菩薩はインド仏教圏にお
いて地位が高く影響力があったことがうかがい知れる。また『大唐西域記』第九巻にいう。
滿胄王銅佛像北二三裡、磚精寺舍中有多羅菩薩像，其量既高，其靈什察。每歲元日、盛興供餐。
鄰境國王、大臣、豪族，齎妙香花，持寶豬蓋，金石遞奏，絲竹相和，七日之中，建斯法會14）。
　ここでは、七世紀にインドのインダス川流域の人々が多羅菩薩を祭る場面を紹介している。
この場面から当時の多羅菩薩の流行とその地位が分かる。つまり、多羅信仰は古代インドから
始まり、後期インド仏教においては重要な仏教女神の一つとして崇拝されている。しかし、チ
ベットへの伝来後は、発祥地であるインドよりも盛んに崇拝された。
三、吐蕃王国への伝来と発展
　多羅信仰のチベットへの伝来と流行については、チベット高原において七世紀初めに統一さ
れ、九世紀半ばまで続いた国家「吐蕃王国」まで遡らなければならない。岩尾一史『須弥山の
仏教世界』15）によると、「この時期、チベット高原に史上初めて統一国家が誕生した。統一国家
は高原のみならず外界にも拡大し、周辺国家を従えて帝国を築き上げた。また主にインドと中
国の両方から仏教を取り入れ、特に 8世紀後半から仏教を国教として公認し、多くの仏典をチ
ベット語に翻訳した。帝国は内紛によって九世紀半ばに瓦解するが、文字の制定や仏教の国教
化などの帝国の功績は、以降のチベット文化の基盤となり、またその領域は現在にまで続くチ
ベット文化圏を形成したのである」とされる。つまり、チベット高原には、古代からチベット
系の民族が居住していたと考えられるが、低い農業生産力と希薄な人口のため、長らく統一的
な権力は存在しなかった。しかし、チベットの三十三代王ソンツェン・ガムポ王（581－649）に
よって、チベット高原全体が統一され、チベット高原は初めての王国を成立した。そして中国
では、この王国を「吐蕃」と呼んだ。チベット人は、古代帝国も現代チベットも同様に「プー」
（Bob）བོད་ཆེན་པོ と呼んでいる。この時期に様々な外来文化と宗教が吐蕃王国に流入した。外来宗
教のうちチベットに最大の影響力を与えたのは仏教である。仏教もチベットに外来宗教の一つ
として伝わってきたのであるが、他の宗教と違って、仏教は徐々に支配者層に支持勢力を増や
していき、ついには国教の地位を得るに至ったのである。
13）	『大唐西域記校注』中華書局、1985年、650頁。
14）	 前掲、『大唐西域記校注』、761頁。
15）	 岩尾一史『須弥山の仏教世界』佼成出版社、平成22年、16頁。
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　さて、仏教がいつチベットへ伝来したのかについては、様々な説があるが、通説ではヤルル
ン王家二八代目のラトトリ二ェンシェル（ラトトリ二ェンシェンともいう）王の時に、チベッ
トに仏教が初めて伝わったというものである。チベットの仏教伝説によると、ラトトリ二ェン
シェル王が六十歳の時、天から黄金の仏塔と仏典が降ってきた。そこで王は、これらの宝物を
「秘密の聖遺物」（ニェンポ・サンワ）として供養したが、その意味を理解することはできなか
ったと伝えられる。一方、才讓太（ツェランテ）は彼の論文「佛教傳入吐蕃的年代可以推前」16）
の中で、ボン教の写本典籍によると、仏教のチベット伝来の時期は、チベットの第七代王ソン
テザムポ（སྲིབ་ཁྲི་བཙན་པོ།）の時代であり、従来の説より少なくとも 4 世紀ぐらい前に遡ることがで
きると主張している。しかし、チベット仏教史上、仏教を本格的にチベットに導入したのはソ
ンツェンガムポである。彼は中国（唐）とネパールを通じてインドの仏教を導入したと伝えら
れる。仏教のチベット伝来について田中公明は『図説チベット密教』で次のように述べている。
しかしいずれにしても、吐蕃開国の英主とされる王の時代に、仏教が本格的に伝来したこ
とは事実であり、後のチベットでは、古代帝国の栄光と仏教の繁栄がオーバーラップして
記憶されるようになった17）。
七世記、吐蕃（チベット）の第三十三代の王ソンツェン・ガンポは、ネパールの王女チツン（テ
ィツゥン）と唐の文成公主をチベットに迎え入れる。それと同時に多羅信仰もネパールの王女
チツンによってチベットにもたらされた。チベットの典籍『柱間史』に次のような記載がある。
公主騎著大象、手秉栴檀手度母像，隨行携帶着不動金剛像、慈氏法輪像和『白蓮花經』等
各種佛經以及五部陀羅尼、還有眾多的工匠、僕從和七頭大象滿載的財貨珍寶18）。
　ここから多羅信仰はネパールの王女チツンにより、初めてチベットへ伝来したことが分かる。
彼女はチベットの歴史において最初に多羅菩薩像をもたらしただけではなく、ネパール或はイ
ンドの仏教芸術も同時に伝えた。一方、ティソンデツエン王は、河西回廊にも進出し、786年に
はシルクロードのオアシス都市、敦煌を支配下に置いた。短期間で終わった長安占領とは異な
り、チベットによる河西回廊支配は吐蕃が滅亡するまでほぼ半世紀に渡って続けられた。なお、
1900年に敦煌莫高窟の蔵経洞から出土した文物の中に、当時のチベットとネパール風の絵画作
品も多数含まれていた。後に、多羅菩薩の信仰や女性菩薩の崇拝も徐々にチベット文化として
認められた。よって、ネパールの王女チツンと唐の文成公主もチベットの人々から多羅女神の
16）	 才讓太「佛教傳入吐蕃的年代可以推前」（『中國蔵学』第 3期、總第79期）2007年、 3～ 8頁。
17）	 田中公明『図説チベット密教』春秋社、2012年、35頁。
18）	 アティーシャ著、盧亜軍訳『柱間史』、中国蔵学出版社、1987年、84頁。
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化身として尊敬された。
　また、『チベット王統記』などチベット語の典籍に以下のようにある。
松贊幹布為了鎮伏呈羅剎女仰臥之相的雪域藏地、修建了一百零八座廟宇、其中在西北部建
造了智慧度母神殿、東北部建造了蓮花度母神殿、康曲建了隆唐度母經堂等、專門供祭度
母20）。
　チベットの上には巨大な魔物が伏臥していた。そこでソンツェン・ガンポは魔物の心臓に該
当する地域であるラサにトゥルナン寺とラモチェ寺を建立した。さらに、王と妃は魔物の両手、
両足、両肩などに当たる地域にも寺院を造ることでこの魔物を鎮撫した。これらの院の中にも
多羅神殿が多数あった。以上の記載から、吐蕃時代より多羅菩薩がチベットの人々に崇拝され
ていることは明らかである。一方、仏教のチベット伝来以後、その発展は順調ではなかった。
ソンツェン・ガンポ王が吐蕃王国を建国したため、仏教はチベットの原始宗教であるボン教と
の間で長きに渡り争いが続いた。ある時期から仏教のチベットにおける地位は強固になったが、
何度かの大規模な滅仏運動のために、仏教の中でも密教だけが密かに伝えられるのみであった。
その後、密教はいくつかの宗派に分かれた。ボン教について『チベット密教の本』に以下のよ
うにある。
　日本に仏教が伝来する前に神道があったように、チベットでも仏教伝来以前には、ボン
教と呼ばれる土着的な民族宗教が広まっていた。ボン教は万物にはすべて霊が宿っている
という汎神論を基調とした、呪術的な要素が強い民族宗教であるとともに、祖先崇拝の宗
19）	『須弥山の仏教世界』「東アジア仏教史・チベット」、佼成出版社、2010年、29頁。
20）	 前掲、ソナンジャンツウン著、劉立千訳『チベット王統記』。
図 2　羅刹女19）
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教でもあった21）。
　前述したように、九世紀半に廃仏政策を実施するランダルマ王の出現により、その後、仏教
は王室の庇護を失うとともに受難の時代を迎える。この時期までに伝えられた密教を前伝仏教
（ガダル）といい、アティーシャの入蔵を契機として再びチベットに復興した仏教を後期密教
（チダル）と呼ぶ。しかし、多羅信仰は七世紀にネパールの王女によってチベットに伝来したと
されるが、当時の多羅信仰が盛んであった明確な証拠は見られない。李南は「論度母」で次の
ように述べる。
八世紀後半に多羅に関する経典のうち、チベット語に翻訳されたものは三つある。それぞ
れ『觀世音之母』、『讚揚多羅菩薩一百八名贊』、『救一切大難之崇高度母贊』である22）。
この点について、德吉卓瑪も次のように述べている。
有關度母的修持法及經典開始傳入藏地。吐蕃高僧益西德（ཡེ་ཤེས་སྡེ　ye	shes	sde，	又名比若雑
那、漢譯名智軍）譯成的《佛說觀自在菩薩母陀羅尼經》、蓮花戒在吐蕃期間弘傳的《度母修
持法》等、大概是最早流傳于藏族地區的度母經典。除此、《一切如來之母度母諸業現生之
續》、《度母一百零八名號》、《救八難度母經》、《聖人大怖（難）救脫陀羅尼》、《救度佛母二
十一禮讚經》等、也已由比若雑那、曲吉桑波等譯成藏文流傳。其中、《一切如來之母度母諸
業現生之續》、《救度佛母二十一禮讚經》對後世影響巨大23）。
　ここから明らかなように、当時のチベット仏教の前伝期（七～九世紀）の多羅崇拝の経典の
うち、チベット語に翻訳された経典は少ない。また、この時期の仏教は当時の貴族の間のみに
流行していたため、当時のチベットでは多羅信仰がさほど流行していなかったと推測できるで
あろう。また、九世紀半にランダルマ王の廃仏政策により、仏教が大きい衝撃を受け、仏教前
伝期の大量の経典を燃やしたため、当時の多羅信仰の伝播については詳しい記載がほとんどな
い。この現象は十一世紀（仏教後伝期）まで続いた。十一世紀は今日のチベット密教が成立す
る上できわめて重要な時代であったと言える。当時、西チベット（ガリ地方）の王イェシェー
ウが、仏教の復興を目指して優秀な若者をインドのカシミールへ留学させた。多羅信仰は七世
紀に仏教と同時にチベットへ伝来した。それがチベット全地域で見られるようになるのは、十
一世紀にチベットへ布教に来たアティーシャ尊者によるものである。彼自身も多羅菩薩の忠実
21）	『チベット密教の本』【ブックス・エソテリカ・第二期】、学習研究社、1995年、153頁。
22）	 前掲、李南「論度母」、59～73頁。
23）	 德吉卓瑪『聖典中的蓮花－度母信仰解析』中國蔵学出版社、2007年、97～98頁。
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な信者であった。
おわりに
　仏教がチベットでの地位を確立した後、多くの神仏がチベット仏教に流入した。その中で多
羅菩薩はチベットで最も尊崇される女神の一つとなる。インド、チベットの後期密教において
は、観音の主要な配偶女神として、あるいは独立した尊格として極めて重要な位置を占めたば
かりではなく、その神話的起源において観音の「眼」との深い関係が認められる。これらの説
は民間伝承、仏教経典を起源とするもので、多くの学者は多羅信仰の起源について異なる説を
主張している。しかし、その起源が古代エーゲ海付近で始まったにせよ、観音菩薩の涙から生
まれたにせよ、或は古代インドの王女であるにせよ、いずれも観音菩薩と深い関係がある。ま
た、多羅信仰はスバンドゥ（約六—七世紀）の小説《仙賜傳》（Vasavadatta）中にせよ、玄奘
の『大唐西域記』の記述にせよ、元々インド仏教圏において多羅菩薩は高い地位にあり、苦痛
を和らげる存在として人々から深く尊敬されていた。『大唐西域記』に記載されているように、
七世紀インドの寺院で多羅菩薩、釈迦、観音菩薩の三尊は荘厳な像として祀られる。この事実
から、当時のインド仏教圏における多羅菩薩の地位の高さや人々の篤い尊崇が知られる。これ
は玄奘が「每歲元日、盛興供餐。隣境国王、大臣、豪族、賫妙香花、持宝猪蓋、金石递奏、絲
竹相和，七日之中，建斯法会」24）と述べることからも分かるように、七世紀にインドのインダス
川流域の人々は多羅菩薩を祀り、多羅信仰の隆盛やその地位についてうかがい知られる。
　その多羅信仰は 7世紀にネパールの王女チツン（ティツゥン）によって、チベットへ始めて
伝来した。チベットの典籍『柱間史』によると、多羅信仰は七世紀にネパールの王女チツン（テ
ィツゥン）により、チベットへ始めて伝来した。しかし、多羅信仰としてチベットで定着する
までには、インドや中央アジア、さらに中国またはチベットのボン教などの影響があったはず
である。そのため、仏教がチベットへ伝来して以後、その発展は順調ではなかった。ソンツェ
ン・ガンポ王は吐蕃王国を建国したが、仏教とチベットの原始宗教であるボン教との戦いは長
期間続いた。 9世紀半ばに廃仏政策をとるランダルマ王を出現により、仏教自体が受難の時代
を迎えた。その後、吐蕃王国というチベット高原におけるはじめての王国も滅んだ。しかし、
数度の大規模な滅仏運動により仏教の中でも密教だけが密かに伝えられる。その後、いくつか
の宗派に分かれた。そのため、前期チベット密教の時には流行しなかった。しかし、11世紀イ
ンドの僧侶アティーシャ尊者がチベットで布教したことによって事情は一変した。彼は多羅信
仰がチベットで多羅の流行を促したのである。この点については今後の課題として考察したい。
24）	『大唐西域記校注』中華書局、1985年、761頁。

